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チームワークで組合も業務も取り組む
梶原議員（中央）を激励する京都地本の組合員

大伴議員（左から4人目）を激励する京都地本の組合員

近
藤
議
員（
中
央
）を
激
励
す
る

京
都
地
本
と

京
都
支
部
の
組
合
員

中田議員（中央）を激励する
米子地本の組合員

　

◀
イ
ラ
ス
ト
：
岩
森
さ
ん

　

近
藤
宏
和
議
員（
向
日
市
議
）

は
、12
月
５
日（
木
）に
開
か
れ
た
令

和
６
年
第
４
回
定
例
会
に
お
い
て

一
般
質
問
を
行
い
、京
都
地
本
と

京
都
支
部
は
、近
藤
議
員
を
激
励

す
る
傍
聴
行
動
を
実
施
し
た
。

　

近
藤
議
員
は
質
疑
の
中
で
、現

在
行
わ
れ
て
い
る
向
日
町
駅
駅
舎

改
良
工
事
に
お
い
て
、令
和
８
年
度

の
東
口
開
設
、令
和
10
年
度
に
再

開
発
ビ
ル
や
東
口
駅
前
広
場
の
ま

ち
開
き
な
ど
、市
民
に
とって
、将
来

に
大
き
な
夢
と
希
望
が
持
て
る
ま

ち
づ
く
り
が
推
進
さ
れ
る
。子
育
て

や
健
康
福
祉
に
関
す
る
施
設

を
整
備
す
る
こ
と
で
、「
市
民

の
利
便
性
の
向
上
と
と
も
に

向
日
市
と
し
て
の
新
た
な
取

り
組
み
や
特
色
が
で
る
ま
ち

づ
く
り
に
つい
て
」の
見
解
を

問
い
質
し
た
。

　

安
田
向
日
市
長
は
答
弁

で
、「
再
開
発
ビ
ル
は
、市
が
使

用
で
き
る
フ
ロ
ア
は
現
在
限
ら
れ
て

お
り
、追
加
取
得
す
れ
ば
独
自
の

利
活
用
が
出
来
る
」と
し
た
上
で
、

「
す
べ
て
の
市
民
が
利
用
で
き
、新

た
な
賑
わ
い
を
創
出
し
た
い
」と
近

藤
議
員
の
質
疑
に
沿
っ
た
答
弁
が

な
さ
れ
た
。

〈
近
藤
議
員
の
質
疑
〉（
抜
粋
）

■
Ｊ
Ｒ
向
日
町
駅
直
結
の
再
開
発

　

ビ
ル
に
つ
い
て

■
長
期
休
暇
中
の
子
供
た
ち
の

　

居
場
所
に
つ
い
て

■
誰
も
が
不
安
な
く
投
票
で
き

　

る
環
境
整
備
に
つ
い
て

■
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
の

　

推
進
に
つ
い
て

■
多
胎
妊
娠
支
援
に
つ
い
て

　

梶
原
英
樹
議
員（
京
都
府
議
）

は
、12
月
11
日（
水
）に
開
か
れ
た
、
令
和
６
年
12
月
定
例
会
の
一
般
質

問
に
登
壇
し
た
。京
都
地
方
本
部

は
、梶
原
議
員
を
激
励
す
る

た
め
に
傍
聴
を
行
っ
た
。

　

梶
原
議
員
は
質
疑
で
、更

な
る
観
光
産
業
の
発
展
の
た

め
に
も
、観
光
分
散
を
進
め
、

各
地
域
の
魅
力
を
活
か
す

周
遊
観
光
を
進
め
る
移
動

手
段
確
保
と
し
て
、関
空
特

急
は
る
か
号
の
山
科
駅
延
伸

を
踏
ま
え
て
、Ｍａａｓ
と
は

る
か
号
の
活
用
に
よ
り
、京

都
市
内
の
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ

ム
の
解
消
と
周
辺
観
光
の
促
進
を

行
う
必
要
性
に
つい
て
、見
解
を
求

め
た
。

　

京
都
府
か
ら
は
、梶
原
議
員
の
発

言
に
対
し
て
、前
向
き
に
受
け
と
め

た
う
え
で
、関
空
特
急
は
る
か
号
が

山
科
駅
発
着
と
な
る
こ
と
で
、外
国

人
観
光
客
が
乗
降
す
る
機
会
が
増

え
る
見
込
み
と
し
、山
科
地
区
の
観

光
促
進
や
、伏
見
に
抜
け
て
い
く
周

遊
プ
ラ
ン
も
想
定
し
て
お
り
、一
定

の
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
解
消
に
期

待
し
て
い
る
と
し
、近
畿
運
輸
局
や

鉄
道
事
業
者
、関
西
経
済
界
な
ど
の

意
見
を
参
考
に
、更
な
る
周
遊
観
光

の
促
進
に
取
り
組
む
と
い
う
見
解

が
示
さ
れ
た
。

〈
梶
原
議
員
の
質
問
〉（
抜
粋
）

■
年
収
の
壁
に
つ
い
て

■
政
治
や
選
挙
に
つ
い
て
気
兼
ね

　

な
く
話
が
で
き
る
社
会
に
つ

　

い
て

■
Ｍ
ａ
ａ
Ｓ
と
特
急
「
は
る
か
」

　

山
科
駅
延
伸
を
活
用
し
た
周

　

遊
観
光
の
促
進
に
つ
い
て

•「
ま
る
っ
と
京
都
」の
実
施
状
況

•
周
遊
観
光
の
取
り
組
み
検
討
へ

　

 

の
所
見

　

中
田
利
幸
議
員（
米
子
市
議
）

は
、12
月
11
日（
水
）に
開
か
れ
た
12

月
定
例
会
に
お
い
て
一
般
質
問
を

行
い
、米
子
地
方
本
部
は
、中
田
議

員
を
激
励
す
る
傍
聴
行
動
を
実
施

し
た
。

　

中
田
議
員
は
質
疑
で
、２
０
２
７

年
４
月
供
用
開
始
に
向
け
て
鳥
取

県
内
最
大
規

模
と
な
る
新

ア
リ
ー
ナ
事

業
が
進
ん
で

い
る
こ
と
か

ら
、最
寄
駅
で

あ
る「
東
山

公
園
駅
」の
バ

リ
ア
フ
リ
ー
化
に
関
わ
る
項
目
を

中
心
に
質
問
を
行
っ
た
。

　

米
子
地
方
本
部
は
、こ
の
間
、中

田
議
員
と
と
も
に
、「
こ
線
橋
の
な
い

駅
づ
く
り
」に
向
け
て
、現
地
調
査

や
意
見
交
換
を
重
ね
て
き
て
お
り
、

ご
利
用
さ
れ
る
お
客
様
の
視
点
に

加
え
て
、働
く
者
の
視
点
か
ら
も
鉄

道
シ
ス
テ
ム
を
考
慮
し
た
理
想
と

す
る
駅
構
造
に
つ
い
て
、具
体
的
な

改
善
策
を
示
し
な
が
ら
力
強
く
提

言
を
行
っ
た
。

　

当
局
か
ら
は
、前
回
の
定
例
会
よ

り
も
前
向
き
な
答
弁
を
引
き
出
す

こ
と
と
な
り
、こ
の
提
言
内
容
が
実

現
す
れ
ば
公
共
交
通
の
利
便
性
向

上
と
交
流
人
口
の
拡
大
な
ど
、ご
利

用
の
増
加
が
見
込
ま
れ
る
こ
と
と

な
り
、中
田
議
員
の
質
疑
が
私
た
ち

の
交
通
政
策
実
現
に
向
け
て
大
き

な
役
割
を
果
た
す
こ
と
と
な
る
。

〈
中
田
議
員
質
疑
内
容
〉（
抜
粋
）

■
東
山
公
園
駅
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー

　

化
に
つ
い
て

•
駅
構
造
と
し
て
の
課
題
認
識

　

に
つ
い
て

•
Ｊ
Ｒ
西
日
本
と
の
課
題
認
識
の

　

共
有
に
つ
い
て

•
米
子
市
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
へ
の

　

考
え
方
に
つ
い
て

■
観
光
振
興
策
の
推
進
に
つ
い
て

•
米
子
市
へ
の
ア
ク
セ
ス
環
境
の

　

現
状
と
今
後
の
見
通
し

•
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観
光
客
の
誘
致

　

環
境
の
現
状
と
課
題

•
圏
域
観
光
の
中
で
の
米
子
市
の

　

魅
力
づ
く
り

•
今
後
の
取
り
組
み
と
課
題

　

大
伴
る
い
議
員（
長
岡
京
市

議
）は
、12
月
12
日（
木
）に
開
か
れ

た
令
和
６
年
第
４
回
定
例
会
に
お

い
て
一
般
質
問
に
登
壇
し
、京
都
地

方
本
部
と
京
都
支
部
は
、大
伴
議

員
を
激
励
す
る
た
め
に
傍
聴
を

行
っ
た
。

　

大
伴
議
員
は
、日
頃
の
活
動
の
中

で
聞
く
、地
域
住
民
の
声
を
も
と

に
、災
害
発
生
時
の
災
害
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
や
地
域
コ
ミ
ュニ

テ
ィ
協
議
会
と
の
連
携
、ま
た
子
供

た
ち
が
遊
ぶ
た
め
の
公
園
整
備
で

は
、熱
中
症
対
策
の
た
め
の
日
よ
け

の
設
置
の
要
望
な
ど
、防
災

対
策
や
、子
育
て
し
や
す
い

環
境
整
備
に
つい
て
、安
心

し
て
生
活
で
き
る「
ま
ち
づ

く
り
」に
向
け
た
質
疑
を

行
っ
た
。

　

中
小
路
長
岡
京
市
長
よ

り
、大
伴
議
員
の
質
疑
の

重
要
性
を
認
め
た
う
え

で
、「
全
天
候
型
の
遊
び
場

に
つい
て
、方
向
性
を
検
討

し
た
い
」と
前
向
き
な
答

弁
を
引
き
出
す
な
ど
、地

域
課
題
の
解
決
に
つ
い
て

も
、Ｊ
Ｒ
西
労
組
議
員
団
に
所
属

す
る
議
員
の
役
割
が
果
た
さ
れ
る

か
た
ち
と
な
っ
た
。

〈
大
伴
る
い
議
員
の
質
問
〉（
要
旨
）

■
防
災
施
策
に
つ
い
て

■
公
園
の
整
備
に
つ
い
て

■
学
校
設
備
に
つ
い
て

■
多
胎
妊
娠
支
援
に
つ
い
て

　

福
知
山
保
線
区
分
会
は
、２
０

２
３
年
６
月
１
日
に
、「
施
設
部
門

（
保
線
区
）に
お
け
る
業
務
体
制
の

見
直
し
」の
組
織
再
編
に
伴
い
、福

知
山
保
線
区
と
豊
岡
保
線
区
が
統

合
し
た
福
知
山
保
線
区
と
し
て
誕

生
し
ま
し
た
。

　

分
会
体
制
に
つい
て
は
、世
話
役

活
動
を
行
え
る
組
織
体
制
と
す
る

こ
と
を
前
提
に
協
議
を
行
い
、２
０

２
３
年
９
月
30
日
に
豊
岡
保
線
区

分
会
解
散
大
会
を
行
い
、２
０
２
３

年
10
月
14
日
の
第
29
回
福
知
山
保

線
区
分
会
定
期
大
会
に
よ
り
、福

知
山
保
線
区
分
会
と
豊
岡
保
線
区

分
会
を
統
合
し
、新
た
な「
福
知
山

保
線
区
分
会
」と
し
て
発
足
し
ま

し
た
。

　
２
０
２
５
年
１
月
現
在
、１
保
線

区
、５
管
理
室
で
働
く
組
合
員
71

名
全
員
が
、Ｊ
Ｒ
西
労
組
福
知
山

保
線
区
分
会
に
所
属
し
て
い
ま
す
。

　

分
会
統
合
す
る
に
当
た
り
、一
番

の
懸
念
点
と
な
っ
た
の
は
、組
合
活

動
の
原
点
で
あ
る
世
話

役
活
動
が
疎
か
に
な
って

し
ま
わ
な
い
か
と
い
う
点

で
し
た
。そ
の
点
を
カ

バ
ー
す
る
た
め
に
、班
を

各
管
理
室
単
位
で
設
置

し
、世
話
役
に
相
応
し
い

人
財
を
分
会
役
員
に
選

出
、定
期
的
に
開
催
す
る

執
行
委
員
会
の
中
で
、福

知
山
地
方
本
部
や
各
支

部
が
主
催
す
る
行
事
への

積
極
的
な
参
加
の
呼
び

か
け
や
業
務
体

制
の
見
直
し
に
対

す
る
課
題
集
約

を
中
心
に
分
会

活
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　

中
で
も
力
を
入
れ
て
い
る
の
は
レ

ク
活
動
への
積
極
的
な
参
加
で
す
。

と
言
う
と
娯
楽
が
活
動
の
中
心
な

の
か
と
思
わ
れ
が
ち
で
す
が
、福
知

山
保
線
区
は
旧
福
知
山
支
社
管
内

全
て
を
管
轄
し
て
お
り
、会
社
で
は

区
内
会
議
や
教
育・発
表
会
等
も

Ｗ
Ｅ
Ｂ
開
催
が
基
本
で
、組
合
員
同

士
が
顔
を
合
わ
す
機
会
も
少
な
く

な
って
し
ま
い
ま
し
た
。そ
ん
な
福

知
山
保
線
区
分
会
に
とって
、分
会

組
合
員
同
士
が
顔
を
合
わ
せ
、協

力
し
、絆
を
深
め
る
こ
と
の
で
き
る

レ
ク
活
動
は
と
て
も
重
要
な
取
り

組
み
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

２
０
２
４
年
２
月
20
日
〜
21
日

に
か
け
て
、和
歌
山
地
方
本
部
準

備
の
も
と
、約
４
年
振
り
に
開
催
さ

れ
た「
Ｊ
Ｒ
西
労
組
第
12
回
綱
引

き
大
会
」で
は
、「
福
知
山
保
線
区

分
会
」が
地
本
代
表
と
し
て
出
場

し
、福
知
山
地
方
本
部
初
と
な
る

準
優
勝
を
収
め
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　

今
後
も
、Ｊ
Ｒ
西
労
組
の
歴
史

に
、パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
し
た「
福
知
山
保

線
区
分
会
」の
名
を
刻
ん
で
い
け
る

よ
う
、分
会
組
合
員
の
チ
ー
ム
ワ
ー

ク
で
、分
会
活
動
も
線
路
保
守
も

手
を
抜
く
こ
と
な
く
尽
力
し
て
い

き
ま
す
。　　

 〈
福
知
山
地
本
発
〉

　

私
は
京
都
支
部
で
執
行

委
員
を
し
て
い
ま
す
、篠
原

藍
子
と
申
し
ま
す
。京
都

車
掌
区
で
車
掌
を
し
て
お
り
、特
急

サ
ン
ダ
ー
バ
ー
ド
に
も
乗
務
し
て

い
ま
す
。

　

組
合
役
員
歴
は
、み
や
こ
列

車
区
で
客
室
乗
務
員
を
し
て
い

た
時
に
、分
会
執
行
委
員
、京
都

車
掌
区
へ
の
転
勤
を
機
に
、分

会
書
記
長
を
経
験
し
、

現
在
は
京
都
支
部
で
執

行
委
員
を
務
め
て
い
ま
す
。

　

現
在
、Ｊ
Ｒ
西
労
組
で
も

男
女
平
等
参
画
の
実
現
に

向
け
て
取
り
組
ん
で
い
ま

す
が
、将
来
的
に
は

〝
男
女
平
等
〞と
言
わ

れ
な
い
く
ら
い
に
、性

別
を
問
わ
な
い
活
動
を
展

開
し
て
い
け
る
組
織
に
し

て
い
き
た
い
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

出
来
る
こ
と
は
小
さ
い
か
も
し

れ
ま
せ
ん
が
、目
標
の
実
現
に
向
け

て
、私
自
身
こ
れ
か
ら
も
努
力
し
て

い
き
ま
す
。

 

京
都
地
方
本
部 

京
都
支
部 

執
行
委
員

篠
原
藍
子

Ｊ
Ｒ
西
労
組
議
員
団
会
議
所
属
議
員
が
12
月
議
会
で
質
疑

４
名
の
議
員
が
公
共
交
通
・
観
光
な
ど

　
　

地
元
・
Ｊ
Ｒ
西
労
組
の
政
策
課
題
を
力
強
く
訴
え
る

 
Ｊ
Ｒ
西
労
組
の
歴
史
に『
福
知
山
保
線
区
分
会
』の
名
を
刻
む

ロマンは実を結ぶロマンは実を結ぶロマンは実を結ぶロマンは実を結ぶ
No.354福知山地本

　福知山保線区分会

■
向
日
町
駅
新
駅
舎
の
活
用
に
つ
い
て

　

近
藤
宏
和
議
員
・
向
日
市
議
会

■
関
空
特
急
は
る
か
号
山
科
延
伸
を
活
用
し
た
観
光
促
進
を

　

梶
原
英
樹
議
員
・
京
都
府
議
会

■
「
こ
線
橋
の
な
い
駅
づ
く
り
」に
向
け
て
力
強
い
提
言

　

中
田
利
幸
議
員
・
米
子
市
議
会

■
安
心
し
て
生
活
で
き
る「
ま
ち
つ
く
り
」に
つ
い
て

　

大
伴
る
い
議
員
・
長
岡
京
市
議
会
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